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シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
と
は
、
地
震
の
時
に
あ
な

た
を
守
る
３
つ
の
行
動
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。「
姿

勢
を
低
く
・
頭
を
守
る
・
動
か
な
い
」
の
行
動

を
同
時
に
と
る
だ
け
の
一
斉
防
災
訓
練
で
す
。

集
合
せ
ず
訓
練
時
刻
を
合
わ
せ
る
だ
け
な
の

で
、
ど
こ
で
も
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
、
大

規
模
な
訓
練
が
可
能
で
す
。ま
た
、大
勢
の
人
々

が
参
加
し
て
い
る
と
い
う
事
実
が
参
加
者
の
防

災
意
識
を
向
上
さ
せ
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
ス
タ

ー
ト
し
、こ
れ
ま
で
全
世
界
で
２
６
０
０
万
人
、

国
内
で
も
４
２
０
万
人
が
参
加
し
て
い
る
と
言

わ
れ
、
す
で
に
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
私
は
こ
の
「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
」
に
地
域
の

人
々
が
触
れ
合
え
る
事
前
学
習
の
場
を
設
け
、

結
束
力
を
強
化
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　
名
付
け
て
、「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

　
方
法
は
ま
ず
、「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
」
を
小

中
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
加
え
て
も
ら
い
、

子
供
た
ち
の
参
加
を
確
保
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン

ト
。
さ
ら
に
自
治
会
の
参
加
も
促
し
、
小
中
学

生
を
交
え
た
地
域
ご
と
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
老
い
も
若
き
も
関
係
な
く
地
域
ご
と
に
考

え
ら
れ
る
災
害
、
地
域
に
ど
の
よ
う
な
危
険
が

潜
ん
で
い
る
か
意
見
を
出
し
合
い
、
そ
れ
を
基

に
防
災
・
減
災
を
テ
ー
マ
と
し
た
動
画
制
作
を

す
る
の
で
す
。
例
え
ば
、
小
中
学
生
が
リ
ポ
ー

タ
ー
と
な
り
、
高
齢
者
か
ら
災
害
体
験
や
防
災

の
豆
知
識
な
ど
を
聞
く
と
い
う
具
合
に
。
そ
れ

を
「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
と
名
付

け
、
ロ
ー
カ
ル
テ
レ
ビ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
配
信
す
る
こ
と
に

よ
り
、別
の
場
所
で
参
加
し
た
住
民
を
は
じ
め
、

地
域
全
体
で
情
報
共
有
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
し
か
し
、
最
も
大
事
な
こ
と
は
、
年
齢
や
世

代
に
と
ら
わ
れ
ず
同
じ
目
的
を
持
っ
て
行
動
す

る
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
一
斉
に
ア

ク
シ
ョ
ン
を
行
う
「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
」
は
ま

さ
に
う
っ
て
つ
け
で
、
一
緒
に
踊
り
を
踊
る
よ

う
な
感
覚
で
親
近
感
が
生
ま
れ
ま
す
。「
シ
ェ

イ
ク
ア
ウ
ト
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
の
動
画
制
作
も
含

め
、
も
う
他
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
互
い
の

名
前
を
知
り
、
日
常
に
挨
拶
が
生
ま
れ
、
会
話

も
広
が
る
。
も
し
災
害
が
起
き
た
ら
、
そ
の
人

た
ち
を
放
っ
て
は
お
け
な
い
で
し
ょ
う
。

　
災
害
に
対
抗
で
き
る
一
番
強
い
力「
共
助
」。

高
齢
社
会
を
突
き
進
む
今
日
、
そ
の
力
が
揺
ら

い
で
い
ま
す
。
過
去
の
大
規
模
災
害
を
知
ら
な

い
子
供
達
と
、
伝
承
す
べ
き
知
識
を
持
っ
た
高

齢
者
が
手
を
取
り
あ
う
こ
と
で
防
災
・
減
災
の

芽
は
き
っ
と
未
来
に
花
開
く
は
ず
で
す
。
誰
も

が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
災
害
が
起
き
て
い
る

こ
の
国
で
、
人
と
の
つ
な
が
り
の
重
要
性
を
次

の
世
代
に
確
実
に
伝
え
る
た
め
、
今
、「
シ
ェ

イ
ク
ア
ウ
ト
」が
あ
な
た
の
心
を
揺
り
起
こ
す
。

発　行　所
水戸市千波町1918番地
茨城県総合福祉会館内
公益財団法人茨城県消防協会

編集発行人
消防協会長 葉 梨 　 衛

印刷所
冨士オフセット印刷㈱

１部　15円
購読料は年会費に含まれています

２・３月号

「
あ
な
た
の
心
に
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト

　
～
災
害
を
共
に
生
き
抜
く
た
め
に
～
」

日
立
市
消
防
本
部
　
野
村
　
泰
介

　
皆
さ
ん
、
近
頃
自
主
防
災
訓
練
の
参
加
者
が

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

そ
れ
も
失
礼
な
が
ら
会
場
に
は
お
年
寄
り
し
か

見
か
け
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

若
者
は
ど
こ
に
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
も
あ

っ
た
茨
城
で
の
所
属
管
内
地
域
の
印
象
で
す
。

こ
れ
が
高
齢
社
会
の
現
実
な
の
で
し
ょ
う
か
。

２
０
２
５
年
問
題
と
い
う
10
年
後
に
迫
る
団
塊

世
代
の
高
齢
社
会
を
考
え
た
時
、
逃
げ
ま
ど
う

人
、
あ
き
ら
め
て
し
ま
う
人
を
想
像
す
る
だ
け

で
、
大
き
な
不
安
と
「
こ
れ
じ
ゃ
い
け
な
い
」

と
い
う
気
持
ち
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
と
き
、
昨
年
暮
れ
に
長
野
県
で

発
生
し
た
地
震
で
は
、
多
く
の
全
半
壊
家
屋
が

あ
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
死
者
ゼ
ロ
と
い

う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
地
震
後
の
調
査
に
よ

れ
ば
、「
共
助
」が
生
き
た
と
言
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
地
域
の
結
束
力
を
強
固
に
す
る
た
め
に

は
、
こ
れ
か
ら
先
、
市
民
の
気
持
ち
を
ど
の
よ

う
に
意
識
づ
け
て
い
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
こ
で
「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
」
訓
練
を
取
り

入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
茨
城
県
消
防
長
会
主
催
の
第
三
十
八
回
全
国

消
防
職
員
意
見
発
表
茨
城
県
大
会
が
、
平
成
二

十
七
年
二
月
五
日（
木
）に
小
美
玉
市
四
季
文
化

館
み
の
～
れ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
各
消
防
本
部
か
ら
一
名
が
出
場
し
、
真

摯
で
熱
気
あ
ふ
れ
る
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

《
審
査
結
果
》

・
最
優
秀
賞
　日
立
市
消
防
本
部
　
野
村
　
泰
介

「
あ
な
た
の
心
に
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
　
～
災

害
を
共
に
生
き
抜
く
た
め
に
～
」

・
優
秀
賞
　稲
敷
広
域
消
防
本
部
　
小
泉
　
亮
人

　「
レ
ス
キ
ュ
ー
ホ
イ
ッ
ス
ル
」

・
優
秀
賞
　

　
　
　
　
筑
西
広
域
消
防
本
部
　
下
山
　
貴
裕

　「
広
げ
よ
う
、
救
命
の
輪
」

・
優
秀
賞
　
茨
城
町
消
防
本
部
　
横
地
　
真
人

　「
餅
は
餅
屋
」

　
最
優
秀
賞
の
野
村
泰
介
さ
ん
は
、
四
月
二
十

二
日
に
行
わ
れ
る
第
三
十
八
回
全
国
消
防
長
会

関
東
支
部
大
会
に
本
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る

予
定
で
す
。

　
こ
こ
に
、
最
優
秀
賞
の
発
表
内
容
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
　

最優秀賞を受賞した野村さん
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平
成
二
十
六
年
度
公
益
財
団
法
人
茨
城
県
消

防
協
会
第
二
回
定
時
理
事
会
と
臨
時
評
議
員
会

が
、
三
月
二
日
（
月
）
に
茨
城
県
総
合
福
祉
会

館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
は
、
ま
ず
、
理
事
会
と
評
議
員
会
の
議

案
及
び
報
告
案
件
が
同
内
容
で
あ
る
た
め
同
時

開
催
と
し
た
こ
と
を
説
明
し
た
後
、
会
議
定
足

数
の
確
認
（
理
事
数
三
十
二
名
の
と
こ
ろ
出
席

者
二
十
五
名
、
評
議
員
数
三
十
六
名
の
と
こ
ろ

出
席
者
二
十
九
名
で
過
半
数
を
超
え
、
会
議
が

成
立
。）
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
葉
梨
会
長
か

ら
主
催
者
の
挨
拶
、
続
い
て
来
賓
の
田
中
理
事

兼
防
災
・
危
機
管
理
局
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ご
挨

拶
を
頂
き
ま
し
た
。
ご
臨
席
頂
い
た
ご
来
賓
は

次
の
方
々
で
す
。

・
県
理
事
兼
防
災
・
危
機
管
理
局
長

　
　
　
　
　
田
中
　
豊
明
　
様

・
県
消
防
安
全
課
長　

　
　
　
関
　
　
武
志
　
様

・
県
立
消
防
学
校
長

　
　
　
　
　
齋
藤
　
　
亨
　
様

　
続
い
て
議
事
は
、葉
梨
会
長
が
議
長
と
な
り
、

評
議
員
会
の
議
長
（
石
岡
市
消
防
団
長
　
山
内

番号 行　　　　事　　　　名 期　　　日 場　　　　所

１ 第１回正副会長会議 ４月22日㈬ 茨城県総合福祉会館

２ 第１回定時理事会 ５月11日㈪ 茨城県総合福祉会館

３ 第１回定時評議員会，臨時理事会 ５月26日㈫ 茨城県総合福祉会館

４ 日本消防協会定時理事会 ５月28日㈭ 日本消防会館

５ 関東甲信地区消防協会会議 ６月３日㈬～４日㈭ 栃木県

６ 日本消防協会定時評議員会，理事会 ６月19日㈮ 日本消防会館

７ 第42回茨城県消防救助技術大会 ６月中旬 茨城県立消防学校

８ 消防団長研修会 ７月９日㈭～10日㈮ 県北支部

９ 第30回茨城県幼年・少年・婦人防火大会 ８月上旬 筑西市

10 茨城県・市町村総合防災訓練 未定 未定

11 第34回全国消防殉職者慰霊祭 ９月10日㈭ ニッショーホール

12 第66回茨城県消防ポンプ操法競技大会地区大会 ９月～10月 県内６地区

13 茨城県消防大会 10月中旬 茨城県立消防学校

14 茨城県消防殉職者慰霊祭 　　〃 　　　　〃

15 理事研修会 10月７日㈬～９日㈮ 未定

16 第22回全国女性消防操法大会 10月15日㈭ 横浜市

17 第21回全国女性消防団員活性化大会 10月29日㈭ 佐賀県佐賀市

18 第25回全国消防操法大会出場隊選考会 11月中旬 茨城県立消防学校

19 茨城県女性消防団員活性化大会 12月中旬 水戸市内

20 支部別消防団長等懇談会 12月～２月 県内６支部

21 日本消防協会理事会，評議員会 ３月上旬 日本消防会館

22 第68回日本消防協会定例表彰式 ３月上旬 ニッショーホール

23 平成27年度消防関係者叙勲・褒章等受章祝賀会 ２月中旬 水戸市内ホテル

24 第２回正副会長会議 　　〃 　　　　〃

25 第２回定時理事会及び臨時評議員会 ３月上旬 茨城県総合福祉会館

直
行
様
）及
び
評
議
員
会
の
議
事
録
署
名
人（
那

珂
市
消
防
団
長
　
大
森
利
光
様
／
笠
間
市
消
防

長
　
橋
本
泰
享
様
）
を
選
出
（
理
事
会
は
定
款

の
規
定
に
よ
り
会
長
及
び
監
事
）
し
、
議
案
が

審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
・
可

決
さ
れ
ま
し
た
。（
第
一
号
か
ら
第
二
号
議
案

に
つ
い
て
は
、
理
事
会
の
議
決
事
項
で
あ
り
、

評
議
員
会
は
報
告
事
項
と
な
っ
て
い
ま
す
。）

○
第
一
号
議
案

　
平
成
二
十
七
年
度
事
業
計
画
（
案
）

○
第
二
号
議
案

　
平
成
二
十
七
年
度
収
支
予
算
（
案
）

○
協
議
事
項

　
平
成
二
十
七
年
度
の
主
な
行
事
予
定

 
平
成
二
十
六
年
度

第
二
回
定
時
理
事
会
・
臨
時
評
議
員
会
開
催

平成27年度の主な行事予定

　
当
協
会
主
催
の
消
防
関
係
者
叙
勲
・
褒
章
等

受
章
祝
賀
会
が
、
平
成
二
十
七
年
二
月
十
日

（
火
）
に
、
水
戸
京
成
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、

受
章
者
並
び
に
消
防
関
係
者
総
勢
八
十
九
名
が

出
席
し
、
先
輩
達
の
ご
功
績
を
讃
え
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
大
変
お
忙
し
い
と
こ
ろ
を
出
席
頂

い
た
橋
本
知
事
並
び
に
山
岡
県
議
会
副
議
長
か

ら
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
、
そ
の
後
、
瑞
宝
双
光
章

を
受
章
さ
れ
た
元
高
萩
市
消
防
団
長
の
細
金
秀

隆
氏
が
、
受
章
者
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　
祝
宴
は
限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
先
輩
方
へ
の
お
祝
い
の
言
葉
や
お
互
い
の

近
況
な
ど
が
語
ら
れ
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

の
な
か
で
ご
歓
談
頂
き
ま
し
た
。

主催者挨拶

受章者代表謝辞：細金秀隆氏

平
成
二
十
六
年
度

消
防
関
係
者
叙
勲
・

褒
章
等
受
章
祝
賀
会
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平
成
二
十
六
年
度
茨
城
県
消

防
功
労
者
表
彰
式
が
、
平
成
二

十
七
年
二
月
二
十
三
日（
月
）、

県
庁
「
第
一
応
接
室
」
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
当
協
会
か
ら
は
、
来
賓
と
し

て
葉
梨
会
長
は
じ
め
、
七
名
の

役
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、「
功
労
章
」
が

十
三
名
（
消
防
団
長
五
名
・
消

防
長
八
名
）、「
表
彰
状
」
が
九

名
（
元
団
員
三
名
・
元
職
員
六

名
）、
合
計
二
十
二
名
の
方
々

が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　「
功
労
章
」
と
は
、「
多
年
災

害
現
場
に
お
い
て
消
防
業
務
に

精
励
す
る
と
と
も
に
、
指
導
者

と
し
て
功
績
顕
著
な
者
」
と
し

て
現
職
の
消
防
団
長
及
び
消
防

長
に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、「
表
彰
状
」
と
は
、「
多

年
消
防
業
務
に
精
励
す
る
と
と

も
に
、
退
職
後
も
地
域
の
消
防

防
災
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
い
る

者
」
と
し
て
元
職
の
消
防
職
・

団
員
に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
表
彰
は
、
県
消
防
大
会

に
お
け
る
知
事
表
彰
と
は
別
枠

の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に

元
職
を
も
対
象
と
し
て
消
防
大

会
以
外
に
定
例
的
に
行
う
表
彰

制
度
は
、
全
国
的
に
も
例
の
な

い
も
の
で
す
。

　
今
年
度
の
受
章
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

  『
功
労
章
』（
十
三
名
）

石
岡
市
消
防
団　

　
団
　
　
長
　
　
山
内
　
直
行

龍
ケ
崎
市
消
防
団

　
　
団
　
　
長
　
　
堀
越
　
　
武

常
陸
太
田
市
消
防
団

　
　
団
　
　
長
　
　
益
子
伊
三
三

高
萩
市
消
防
団　

　
団
　
　
長
　
　
作
山
　
吉
平

牛
久
市
消
防
団　

　
団
　
　
長
　
　
山
岡
　
恒
夫

日
立
市
消
防
本
部

　
　
消
防
正
監
　
　
寺
門
　
泰
弘

高
萩
市
消
防
本
部

　
　
消
防
司
令
長
　
斎
藤
　
祐
二

取
手
市
消
防
本
部

　
　
消
防
監
　
　
北
澤
　
逹
也

常
陸
大
宮
市
消
防
本
部

　
　
消
防
監
　
　
堀
江
　
　
修

大
子
町
消
防
本
部

　
　
消
防
司
令
長
　
石
井
　
　
修

常
総
広
域
消
防
本
部

　
　
消
防
正
監
　
　
鈴
木
　
重
昭

稲
敷
広
域
消
防
本
部

　
　
消
防
正
監
　
　
酒
井
　
健
生

ひ
た
ち
な
か
・
東
海
広
域
消
防
本
部

　
　
消
防
正
監
　
　
川
﨑
　
靖
夫

  『
表
彰
状
』（
九
名
）

元
　
常
陸
太
田
市
消
防
団

　
分
団
長
　
　
浅
野
　
文
夫

元
　
常
陸
太
田
市
消
防
団

　
　
分
団
長
　
　
市
毛
　
　
彰

元
　
茨
城
町
消
防
団

　
　
副
団
長
　
　
印
出
井
利
美

元
　
大
子
町
消
防
本
部

　
　
消
防
司
令
　
　
高
信
　
芳
久

元
　
大
子
町
消
防
本
部

　
　
消
防
司
令
　
　
根
本
　
信
良

元
　
鹿
島
地
方
消
防
本
部

　
　
消
防
司
令
長
　
伊
東
　
壽
夫

元
　
鹿
島
地
方
消
防
本
部

　
　
消
防
司
令
長
　
吉
沼
　
正
志

元
　
稲
敷
広
域
消
防
本
部

　
　
消
防
司
令
　
　
大
竹
　
　
勉

元
　
稲
敷
広
域
消
防
本
部

　
　
消
防
監
　
　
宮
本
　
滋
美

　
平
成
二
十
六
年
度
の
日
本
消
防
協
会
定
例
表

彰
式
が
、
平
成
二
十
七
年
三
月
十
日
（
火
）
ニ

ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
厳
粛
か
つ
盛
大
に

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
は
、
厳
か
に
日
本
消
防
協
会
旗
の
入
場

で
幕
を
開
け
、
国
家
斉
唱
、
消
防
殉
職
者
に
対

す
る
黙
祷
、
秋
本
会
長
の
式
辞
と
続
き
、
各
表

彰
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
県
関
係
の
受
章
者
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
※
（
　
）
は
受
章
者
総
数

○
優
良
消
防
団
（
表
彰
旗
）（
四
十
団
）

　
・
神
栖
市
消
防
団

○
優
良
消
防
団
（
竿
頭
綬
）（
九
十
団
）

　
・
石
岡
市
消
防
団

　
・
取
手
市
消
防
団

　
・
阿
見
町
消
防
団

○
功
績
章
（
九
百
五
十
八
名
）

　
・
常
陸
太
田
市
消
防
団

　
　
　
　
　
　
　
　
副
団
長
　
石
川
　
重
信
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
二
十
六
名

○
精
績
章
（
二
千
二
百
八
十
三
名
）

　
・
水
戸
市
消
防
団

　
　
　
　
　
　
　
　
分
団
長
　
雨
谷
　
克
己

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
六
十
七
名

○
勤
続
章
（
七
千
四
百
九
十
一
名
）

　
・
水
戸
市
消
防
団

　
　
　
　
　
　
　
　
分
団
長
　
小
森
　
雄
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
百
六
十
二
名

平成26年度　消防功労者表彰

消防功労者知事表彰受章者

   

第
六
十
七
回

　
日
本
消
防
協
会

　       

定
例
表
彰
式



平成27年３月15日（２．３．６．８．10．12月15日発行）
昭和41年９月30日
第三種郵便物認可　第642号茨 城 消 防 （　）4

編
　
集
　
後
　
記

　
茨
城
消
防
も
今
回
が
今
年
度
最
後
の
発
行
と

な
り
ま
し
た
。
発
行
に
あ
た
り
ご
協
力
頂
き
ま

し
た
皆
様
に
改
め
て
お
礼
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
皆
様
か
ら
の
寄
稿
文
や
様
々
な
情
報

を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
広
告
掲
載
を
募
集
し
て
お
り
ま
す

（
掲
載
料
：
掲
載
一
回
税
込
み
五
千
四
百
円
、

掲
載
サ
イ
ズ
に
つ
い
て
は
誌
面
四
頁
の
掲
載
広

告
を
参
照
し
て
下
さ
い
。）。
是
非
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
き
）

　
県
で
は
、
消
防
団
活
動
に
お
け
る
団
員
の
安

全
確
保
の
向
上
を
図
る
た
め
、
市
町
村
が
行
う

消
防
団
の
安
全
装
備
品
の
購
入
に
要
す
る
経
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

○
主
な
補
助
対
象
装
備
品

　
救
助
用
半
長
靴
、
救
命
胴
衣
、
ト
ラ
ン
シ
ー

バ
ー

　
※
市
町
村
か
ら
こ
れ
ら
三
品
目
以
外
の
安
全

装
備
品（
耐
切
創
性
手
袋
、防
塵
メ
ガ
ネ
、

防
塵
マ
ス
ク
、
防
火
手
袋
）
に
つ
い
て
要

望
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
別
途
協
議
に
応

じ
ま
す
。

○
補
助
基
準
額
　（
一
市
町
村
当
た
り
）

　
二
、八
〇
〇
円
（
団
員
一
人
当
た
り
基
準
額
）

×
消
防
団
員
数

○
補
助
率
等
　
二
分
の
一
×
交
付
率
※

　
※
各
市
町
村
の
財
政
力
指
数
に
よ
り
設
定

　
　
〇
・
七
五
未
満
＝
一
〇
〇
％
、

　
　
〇
・
七
五
以
上
一
・
〇
未
満
＝
七
十
五
％

　
　
一
・
〇
以
上
＝
五
十
％

○
事
業
期
間
　
三
ヶ
年

　
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
平
成
二
十
九
年
度

○
問
合
せ
先

　
茨
城
県 

生
活
環
境
部 

防
災
・
危
機
管
理
局
　

消
防
安
全
課

　
〇
二
九
︲
三
〇
一
︲
二
八
九
六
直
通

消
防
団
充
実
強
化
推
進
事
業

　
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
火
災
予
防
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
、
平
成
二
十
七

年
二
月
十
七
日
（
火
）
県
庁
「
第
一
応
接
室
」

で
開
催
さ
れ
、
橋
本
知
事
か
ら
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
茨
城
県
幼
少
年
婦
人

防
火
委
員
会
（
会
長
・
橋
本
知
事
）
の
主
催
で

毎
年
行
わ
れ
、
十
二
月
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た

「
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
会
」に
お
い
て
、

入
選
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
県
内
各
地
域
か
ら
推
薦
さ
れ
た
二
百
二
十
一

第
三
十
二
回

火
災
予
防
ポ
ス
タ
ーコ
ン
ク
ール
表
彰
式

点
が
審
査
会
に
掛
け
ら
れ
、
厳
正
な
審
査
の
結

果
、
次
の
三
名
が
「
最
優
秀
賞
」
に
決
定
し
ま

し
た
。

・
小
学
生
低
学
年
の
部

　
那
珂
市
立
額
田
小
学
校

　
　
　
二
年
　
住
谷
　
永
遠
く
ん

・
小
学
生
高
学
年
の
部

　
取
手
市
立
白
山
小
学
校

　
　
　
五
年
　
野
川
　
佳
鈴
さ
ん

・
中
学
生
の
部

　
那
珂
市
立
第
四
中
学
校

　
　
　
三
年
　
矢
吹
　
静
流
さ
ん

　
な
お
、
最
優
秀
賞
の
中
か
ら
、『
野
川
佳
鈴

さ
ん
』
の
作
品
が
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
の
「
原

画
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

表彰式（右から住谷永遠くん、野川佳鈴さん、知事、矢吹静流さん）


